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命を守る ～自助・共助・公助でつなぐ谷原小の防災～ 
校長 伊藤 雄一   

 

 この 1 か月は、様々な災害から一人ひとりが「いかに命を守っていくか」、そして災害発生時に学校として「どのように

対応すべきか」を深く考える機会が数多くありました。 

台風接近時の対応と課題 
６月３日の台風６号接近に際しては、練馬区の方針に則り通常登校といたしました。しかし、保護者の皆様の安心・安

全への意識が高まる中で「シグフィー」や学校ホームページへのアクセスが集中し、一時的に接続しづらい状態が発生し

ました。緊急時の情報伝達のあり方については、今後の練馬区の方針を踏まえて本校でも最善を尽くしていきます。 

多様な場面を想定した避難訓練 
学校では毎月、様々な場面を想定した避難訓練を実施しています。６月は警視庁 OB である練馬区教育委員会の学

校防犯指導員をお迎えし、不審者侵入を想定した訓練を行いました。児童は教室内で放送を静かに聴き、真剣に身を守

る行動をとることができました。職員が不審者への対応をするポイントをわかりやすく教えていただきました。 

また、先日は都内の小学校で避難経路が塞がれる大規模な火災が発生し、大きな衝撃を与えました。本校でも死角と

なる場所や、つけっ放しのコンセントがないかの確認、救助袋等を含む避難経路の確認など、改めて点検を行いました。

今月の避難訓練は、理科室からの火災を想定して行います。初期消火の手順や、緊急車両を誘導するための南門開放

など、教職員の動きも実戦的にシミュレーションします。さらに 10 月には、火災拡大を想定した第 2 次避難場所として、

谷原中学校のご厚意により同校の校庭を利用させていただく訓練も新規に計画しています。 

「谷原小避難拠点連絡会」の確かな繋がり 
６月は国内外で大きな地震が頻発しました。練馬区の公立小・中学校は、震度５弱以上の地震が発生した際、安全確

認を経て「避難拠点」として開設されます。（公助）本校でも「谷原小避難拠点連絡会」が毎月開催され、地域の皆様、区

の危機管理室や拠点要員の職員、ＰＴＡ（やわらっ子の会）代表、そして学校からは副校長や私（校長）も参加し、様々な

訓練の実施や、防災備蓄倉庫の運用等を具体的に話し合っています。先日の会議では、在校時に震度５弱以上の地震

が起きた際の「児童の食糧」について意見交流をしました。引き渡しを待つ間、学校に長時間残る児童へ防災備蓄倉庫

の食糧を優先的に提供する事や、アレルギー対応の非常食の分配など、一歩踏み込んだ備えを確認し合いました。 

避難拠点の運営は、その場に集まった方々が互いに助け合うことで成り立ちます。（共助）「自分の命は自分で守る」

（自助）という意識を前提に、日頃からの繋がりをいかに強めていくか―。学校、保護者、地域の皆様が力をあわさって

いくことで初めて命を守っていくことができると痛感しています。 
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第２回 日時計 石碑に刻まれた思い ～土地提供をして下さった皆様～ 
  

開校７０周年を前にこれまでの学校のあゆみを振り返り、あらためて「みつめる・感じる・体

感する」ことをコンセプトにすすめていきたいと考えています。これから学校だよりに掲載する

このコラムは、きのう（過去）・今日（今）・明日（未来）のつながりを知る手がかりとして、本校に

おいて１０年毎に発行されてきた周年記念誌（５周年誌は特別に発行されています）から「谷原

小７０年の記憶」として皆様に紹介していきます。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

西門の入ったところにある「日時計」。昭和４２年３月１５日、開校１０周年記念に設置され、新校舎になった際に現在の地に移設されまし

た。登校してきたやわらっ子がお友達とこの日時計を中心に集まっている姿、休み時間にベンチのようにしている姿が見られる場所です。日

時計本体の横には石碑が設置されています。石碑の表面には「太陽がのぼる 日時計が時をきざむ 大空を両手を広げ みんなで進もう 

光をもとめて」と刻まれています。そして、裏面には日時計の建造について次のように記されています。「この日時計は、児童の科学的思考

力の育成や、憩いの場とすることを目的に本校開校十周年記念事業の一環として、PTA のバザーや廃品回収の浄財をもって建造されたも

のであります。これを見る児童が、太陽と共に生きて来た人類の生活をしのび、宇宙の広大さを思い研究心を旺盛にすることを望みます。」

開校 10 周年記念誌を読むと、この日時計への当時の皆様の思いが伝わってきます。第 2 代竹内春雄先生が巻頭言で次のように述べてい

ます。「本校が開校した年の 10 月 4 日、ソ連によって人類最初の人工衛星が打ち上げられ、その翌年にはアメリカによって打ち上げられ、

宇宙開発の夢が開き始めました。（中略）人工衛星とともに生まれた本校が急速に進展する時代の新しい課題を見つめ、子供達と共に新し

い出発を決意いたします。」 未来を展望し、子供達の成長を願う人々の思いは今も昔も変わりません。さて、この言葉の横には、土地提供

をして下さった皆様のお名前が記されています。谷原小の歴史の始まりは、この皆様が土地を提供していただいたことから始まったのです。 
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※ SC 火曜日…宮本 SC 金曜日…唯野 SC 

日 曜 予定 日 曜 予定 

１ 水 
安全指導日 セーフティ教室（１・２年） 

４年 SOSの出し方に関する教育 
１ 金  

2 木  2 土  

３ 金 SC ３ 日  

４ 土  ４ 火  

５ 日  ５ 水  

６ 月 全校朝会 健康の日 委員会活動 本の探検ラリー（3年） ６ 木  

７ 火 避難訓練 本の探検ラリー（4年）   SC ７ 金  

８ 水  ８ 土  

９ 木 中学校出前授業（6年） ９ 日  

10 金 移動教室前健診（５年）５・６年着衣泳  SC 10 月 学校休務日 

11 土  11 火 山の日 

12 日  12 水 学校休務日 

13 月 ５年軽井沢移動教室１日目 13 木 学校休務日 

14 火 ５年軽井沢移動教室２日目 ６年選挙体験  SC 14 金 学校休務日 

15 水 ５年軽井沢移動教室３日目 やわらぎ指導終 15 土  

16 木 大掃除 水泳指導終 給食終 16 日  

17 金 １学期終業式 17 月  

18 土 夏季休業開始 18 火  

19 日  19 水  

20 月 海の日 20 木  

21 火  21 金  

22 水  22 土  

23 木  23 日  

24 金  24 月  

25 土  25 火  

26 日  26 水  

27 月  27 木  

28 火  28 金  

29 水  29 土  

30 木  30 日  

31 金  31 月 夏季休業日終  オンライン朝の会 9:15～9:30 

 

 

この内容については 

シグフィーでお知らせしています 

【夏季休業中について】 

・夏季休業中の電話応答時間は  

平日８時１５分～１６時４５分です。 

休日・学校休務日【８／１０（月）～１４（金）は

応答メッセージ対応となっています。 

※１１日（火）山の日を含みます） 

学校休務日は、校舎内への入室はできません。  

・オンライン朝の会については、別途、夏季休業前にお

手紙でお知らせいたします。 

【９月当初の主な予定】 

９月１日（火）始業式  

２日（水）給食始 

７日（月）委員会活動 

１０日（木）くすのき学級宿泊学習説明会 

 １２日（土）土曜授業・引き取り訓練 

区一斉防災訓練 

※９月７日（月）…２学期教材費引落日です。 

第 1 回学校運営協議会を開催しました 
令和 8年度、谷原小学校は練馬区の「学校運営協議会

（CS・コミュニティ・スクール）導入に向けた実証とし

てスタートしました。６月１３日（土）第１回学校運営

協議会を開催し、新たに委員になった皆様が参集し、CS

についての制度についてご説明し、今年度の学校経営や

CSとしての取組の在り方について意見交流をしました。

今後、保護者や地域の皆様に向けて学校運営協議会の取

組状況について、発信の仕方を工夫してまいります。 

７月の予定 ８月の予定 

７月２１日（火）～２７（月）は 

個人面談週間です。 


